
令和６年度 第２回中頓別町・浜頓別町地域公共交通活性化協議会

次 第

日時：令和６年１２月２３日（月）
場所：書面開催

１．議事

（１）令和 6年度地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（案）について
→資料１
資料２

（２）割引運賃の改正について
→資料３



別紙１

令和6年12月23日

協議会名：中頓別町・浜頓別町地域公共交通活性化協議会

評価対象事業名：地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金

①補助対象事業者等 ②事業概要
③前回（又は類似事業）の
事業評価結果の反映状況

⑥事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（生活交通確保維持改善計画に基づく事業）

④事業実施の適切性 ⑤目標・効果達成状況

中頓別町・浜頓別町地域公
共交通活性化協議会

中頓別町浜頓別町デマンドバ
ス事業
運行系統名：中頓別浜頓別線
運行区間：浜頓別～中頓別～
音威子府
運行回数：3回
運賃：
浜頓別～中頓別　500円
中頓別～音威子府　1,000円
浜頓別～音威子府　1,500円

電話予約に加え、オンライン予
約システムを導入することで24
時間スマホ等のブラウザから予
約可能となり、利用促進が図ら
れた。

A
事業が計画に位置付けられ
たとおり適正に実施された。

B

利用者数（補助事業年度）
R9目標値：1,400人/年
R6実績値：2,655人/年

公共交通への公的資金投
入額
（年度）
R9目標値：15.0百万円/年
R5実績値：39.5百万円/年

過去、路線バスの利用状況を
完全に把握することが困難で
あったが、予約制の運行に切り
替わったことで、個別の運行の
詳細を把握することができ、住
民等の移動実態を把握するこ
とができる見込み。今年度が運
行1年目であることから、継続
的なデータ収集に努め、最適な
運行形態に向けた検討を進め
る。
公的資金投入額について、R5
年度は移行期間として路線バ
スが平行して運行していたこと
から金額が大きくなっている。
次年度以降、効率的に事業が
運行できるよう努める。
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別紙１－２

事業実施と生活交通確保維持改善計画との関連について

令和6年12月23日

協議会名： 中頓別町・浜頓別町地域公共交通活性化協議会

評価対象事業名： 地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金

地域の交通の目指す姿
（事業実施の目的・必要性）

　中頓別町及び浜頓別町は、北海道の北部、宗谷地方に位置しており、面積はそれぞれ398.51㎢、401.59㎢である。
人口（令和6年12月1日住基台帳）はそれぞれ1,472人、3,230人となっている。
　両町の間は約20㎞あり、最寄りのJR駅は中頓別町から約38㎞の距離にある音威子府村である。また、中核市であり
通院等の生活圏である稚内市及び名寄市までは、各町から80㎞から100km程度の距離にある。
　これら生活圏内の移動として、主に音威子府駅までのフィーダー路線である中頓別浜頓別線を運行している。本系統
は車を持たない方や高齢者の買い物や通院、通勤に利用されており、地域の足として重要な役割を担っている。
　人口減少が進み、人口低密度地域である当該地域において、最適な公共交通の在り方を検討し、複数の交通手段
を組み合わせることで住民や来訪者の足を確保していく必要がある。そのためにも本系統は基幹となる交通手段とし
て維持改善を図っていくことが重要である。



中頓別浜頓別線の運行に対して次の目標を定める

利用者数：令和9年度までに1,400人/年を達成
公共交通への公的資金投入額：令和9年度までに15.0百万円/年を達成

協議会開催状況生活交通確保維持改善計画の目標

令和6年5月28日　第１回協議会を開催
・事業報告、事業計画
・中頓別町・浜頓別町地域公共交通計画の変更　ほか

令和6年12月23日　第２回協議会を開催（書面）
・事業評価に関する協議
・運賃改正　ほか

令和6年度事業概要

１

事業実施の目的・必要性

　中頓別町及び浜頓別町の生活圏内の移動として、主に音威子府駅ま
でのフィーダー路線である中頓別浜頓別線を運行している。本系統は
車を持たない方や高齢者の買い物や通院、通勤に利用されており、地
域の足として重要な役割を担っている。 
　人口減少が進み、人口低密度地域である当該地域において、最適な
公共交通の在り方を検討し、複数の交通手段を組み合わせることで住
民や来訪者の足を確保していく必要がある。そのためにも本系統は基
幹となる交通手段として維持改善を図っていくことが重要である。 
 

中頓別町浜頓別町デマンドバス事業
運行系統名：中頓別浜頓別線
運行区間：浜頓別～中頓別～音威子府
運行回数：3回
運賃：浜頓別～中頓別　500円、中頓別～音威子府　1,000円、浜頓別～音威子府　1,500円

地域公共交通の現況

・地域内フィーダー系統：中頓別浜頓別線

・ＪＲ宗谷本線（音威子府駅）
・宗谷バス（株）（浜頓別線、えさし号、天北号）
・スクールバス（町営スクールバス）
・タクシー（両町1社ずつ）
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令和6年度事業の実施状況

１）プロセス、創意工夫

中頓別浜頓別線

２

２）運行系統

位置付け 系統 役割

鉄道路線

都市間バス

都市間バス

タクシー

デマンドバス

広域幹線 各拠点と都市部を結ぶ広域交通を担う

支線 区域内各地域を運行し、軸となる幹線への接続も担う

【プロセス】

・令和5年9月末をもって路線バス天北宗谷岬線の路線
再編に伴い、令和5年8月から9月末までの実証運行を
経て、令和5年10月からの本格運行となった。

【創意工夫】

・新たな仕組みの導入に伴い、複数回のチラシ配布、公
共施設等へのポスター掲示等により住民周知を行って
いる。

・当初は電話予約のみであったが、令和6年7月からオン
ライン予約システムを導入し、24時間スマホ等のブラウ
ザから予約可能となった。



３

３）利用実績

４）収入実績

令和5年10月 44 12 117 46 219
11月 48 25 110 43 226
12月 55 31 145 42 273

令和6年1月 32 21 86 41 180
2月 45 36 128 42 251
3月 37 30 99 44 210
4月 41 0 114 35 190
5月 34 1 118 42 195
6月 45 2 123 42 212
7月 40 2 110 36 188
8月 66 0 129 61 256
9月 54 1 138 62 255
計 541 161 1,417 536 2,655

便ごとの乗車人数（人）

下り1便
音→浜

下り2便
音→浜

下り3便
音→浜

上り1便
浜→音

計

運賃収入（円）
金額

令和5年10月 142,700
11月 144,200
12月 165,800

令和6年1月 123,100
2月 171,200
3月 140,900
4月 121,600
5月 130,900
6月 140,500
7月 135,900
8月 190,100
9月 201,300
計 1,808,200



６）目標・効果達成状況

利用者数（補助事業年度）

R9目標値：1,400人/年

R6実績値：2,655人/年

（年度）

R9目標値：15.0百万円/年

R5実績値：39.5百万円/年

４

　７）事業の今後の改善点

過去、路線バスの利用状況を完全に把握することが困難で
あったが、予約制の運行に切り替わったことで、個別の運行
の詳細を把握することができ、住民等の移動実態を把握す
ることができる見込み。今年度が運行1年目であることから、
継続的なデータ収集に努め、最適な運行形態に向けた検討
を進める。

公的資金投入額について、R5年度は移行期間として路線バ
スが平行して運行していたことから金額が大きくなっている。
次年度以降、より効率的に事業が運行できるよう努める。

運輸局記載欄

事業が計画に位置付けられたとおり適正に実施された。

５）事業実施の適切性

８）地方運輸局等における二次評価結果（案）



資料３

割引運賃の改正について

現行の割引運賃

※えさし号（旭川便）の減便により、現実的な往復利用が成立しないため、実質的に対象なし

改正の要旨

現行の小児割引の記載では、未就学児以下、0歳であっても半額料金となる。周辺の公共交通

機関である宗谷バス株式会社、JR 北海道等の割引運賃を勘案し、小学生以下の運賃を半額、未

就学児の運賃を無料とするよう改正するもの。

改正後の割引運賃

・障がい者割引 ：半額

・小児割引（就学前） ：半額

・都市間バス乗継往復割引 ：名寄 半額（※）

：旭川 半額（※）

：札幌 無料

・障がい者割引 ：半額

・小学生以下（就学児） ：半額

・未就学児 ：無料

・都市間バス乗継往復割引 ：名寄 半額（※）

：旭川 半額（※）

：札幌 無料


